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最先端の対物レンズはエビデントから

Index
■ 対物レンズ選択と補正環調整の重要性   P.2

■ 多光子励起専用対物レンズ   P.3-4
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■ 超解像 / TIRF用高解像対物レンズ   P.7-8

■ 極低色収差対物レンズ   P.9

■ 高開口数・長作動 20倍位相差対物レンズ   P.10

「光学技術で生命科学に貢献する」ことをモットーに、我々は対物レンズを開発しています。研究者の方々と密なコミュ

ニケーションを取り、研究者のやりたいことを聞き、それを叶えるために、どんな光学技術が必要なのかを日々真剣に

検討しています。

研究者に製品仕様まで考えて頂くのではなく、研究者のやりたいことを我々が深く理解し、妥協無く解決するためにど

んな光学技術が必要かを幅広い視点で検討しています。いかに、タイムリーで斬新な光学技術を提案できるかに拘り、

研究者の方々に「最先端の対物レンズはエビデントから」という認識を持って頂ける様、切磋琢磨しています。

多光子励起専用対物レンズは、脳研究における深部観察ニーズをいち早く汲み取り、深部観察能力を追求した光学技

術で製品化しました。シリコーン浸対物レンズは、生きた細胞の3Dイメージングの重要性を理解し、今までに無い発想

での技術開発に取り組み製品化しました。

我々は、我々の対物レンズが、研究のお役に立てること

に、最上の喜びを感じます。光学機器メーカーとして生

命科学に貢献することに誇りを持ち、エビデントは常に

世界最先端の対物レンズ開発を心がけています。
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対物レンズ選択と補正環調整の重要性

正しい対物レンズ選択：
高解像の画像取得に最も重要な要素は正しい対物レンズを選択することです。

標本の屈折率と対物レンズの浸液の屈折率をマッチングさせることにより球面収差を補正して、より深部をより解像度高く観察できます。

補正環調整の重要性：
球面収差は光路中の屈折率ミスマッチ（例えばカバーガラスの厚みのばらつき、標本の観察深さ、細胞や組織の構成、温度など）、によって

影響を受けます。特に高いNAの対物レンズはこの影響を受けます。

補正環の調整により球面収差を補正して、分解能、明るさ、コントラストなどの画像品質を向上させることができます。

ほとんどのA Line （Appication-driven Objectives）は高いNAと補正環を持ち、球面収差を補正することにより画像の解像度とコントラ

ストを向上させることが可能です。

また、倒立顕微鏡での補正環の操作性を向上する遠隔手動補正環IX3-RCCや正立の多光子励起レーザー走査型顕微鏡での深部観察時

に自動で補正環を調整する機能を備えたTruResolution対物レンズ（FV30-AC10SV, FV30-AC25W）もご利用いただけます。

画像（上）：500µm深部におけるXY画像、スケールバーは20µm 
画像（下）：470µm～570µm深部における3D画像
サンプル：Th1-YFPマウス

遠隔補正環調整ユニット IX3-RCC FV30-AC25W（25X 水浸用 NA1.05, W.D. 2mm）

60倍オイル浸とシリコーン浸対物レンズにおける
グリセロールマウントしたショウジョウバエ脳の比較画像

生体マウス脳（感覚皮質）におけるXLPLN25XWMP2の 
補正環調整前後の画像比較（左：調整前、右：調整後）

オイル浸対物

mCD8（GFP、緑）/a-Brruchpilot（免疫染色、赤）
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生:  
東北大学大学院 生命科学研究科 神経行動学分野 今西 康仁先生、谷本 拓先生 

シリコーン浸対物
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多光子励起専用対物レンズ *1

in vivo  深部観察： XLPLN25XWMP2
in vivo  深部観察用に光学設計されたXLPLN25XWMP2は新しいコーティング技術により近赤外光に対して広範囲で高い透過率性能を
もち、1600nmまでの多光子観察からオプトジェネティクスやアンケイジングで必要とされる400nmまでの可視域光刺激まで幅広いアプ
リケーションをサポートします。また補正環を調整することで、標本などの屈折率ミスマッチによる球面収差を補正し、理想的な集光スポット
が形成され、より深部の観察が可能です。

学習中マウスの脳（5a層の対側線条体および皮質脊髄神経細胞）の
二光子励起観察
• 脳深部神経回路のカルシウムイメージングでの神経細胞１つ１つのすばやい
反応を明るく観察

腎表層ネフロンのin vivoイメージング
• 高NA 1.05による高精細なin vivo  イメージングが可能。

生体マウス脳の深部観察
• 高いNA 1.05と2mmのW.D.によりマウス脳深
部を観察可能

マルチフォトンイメージングに最適化設計された多光子励起専用
対物レンズは近赤外光の透過率向上だけでなく、標本深部の散乱
光を効率よく集められように対象標本の屈折率に応じて設計され
ています。in vivoイメージングに特化したW.D. 2mmの対物レ
ンズから透明化標本を深部観察できるW.D. 8mmの対物レンズ
まで、さまざまなアプリケーションに対応した多光子励起専用対
物レンズをラインアップしています。

多光子励起専用対物レンズ セレクションガイド
W.D.
（mm） 倍率 OFN*2 NA Immersion 

（屈折率：ne） 標本

XLPLN10XSVMP 8 10X 18 0.60 水～オイル（1.33～1.52） in vivo、透明化標本
XLSLPLN25XGMP 8 25X 18 1.00 シリコーンオイル～オイル（1.41～1.52） 透明化標本
XLSLPLN25XSVMP2 8 25X 18 0.95 水～シリコーンオイル（1.33～1.41） in vivo、透明化標本
XLPLN25XSVMP2 4 25X 18 1.00 水～シリコーンオイル（1.33～1.41） in vivo、透明化標本
XLPLN25XWMP2 2 25X 18 1.05 水（1.33） in vivo
FV30-AC10SV  8 10X 18 0.60 水～オイル（1.33～1.52）          in vivo、透明化標
FV30-AC25W 2 25X 18 1.05 水（1.33） in vivo

*1 多光子励起専用対物レンズは当社の多光子励起レーザー走査型顕微鏡のオプションとなります。対物レンズの性能を最大限に発揮できるよう、当社顕微鏡以外の組み合わせでの販売は行っておりません。
*2 組み合わせ可能な接眼レンズの最大視野数

麻酔下マウスに、腎糸球体を自由に通過する蛍光色素（Lucifer Yellow、黄 – 緑）を静脈内単回投与した際
のタイムラプスイメージング。赤色は血漿の流れを可視化するためのrhodamin B 標識 70kD dextran 
であり、血漿中に見える影は血球成分。「0s」における緑色は近位尿細管細胞由来の自家蛍光。
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生: 香川大学医学部 形態・機能医学講座 中野 大介先生  
参照文献: J Am Soc Nephrol. 2015 Apr 8. pii: ASN.2014060577. [Epub ahead of print]

麻酔下マウスの脳表面から海馬放線状層（CA1）までのZスタック画像
サンプル： Thy1-YFP （H ライン） 8 週齢マウス オス 
励起波長：960nm
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生 : 
理化学研究所 脳科学総合研究センター 神経グリア回路研究チーム
小澤 克也先生、平瀬 肇先生

マウスが道具を使って運動課題を学習する過程において、表層から450µm、500µm、550µm深部
における大脳皮質運動野第5層・皮質線条体投射神経細胞でのin vivo  2 光子 カルシウムイメージング
（蛍光カルシウムプローブ：GCaMP3）。スケールバーは20µm。
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生 : 自然科学研究機構 基礎生物学研究所 光脳回路研究部門 
正水 芳人先生、田中 康裕先生、松崎 政紀先生
参照文献: Nat Neurosci. 2014 Jul;17（7）: 987-94. doi: 10.1038/nn.3739. Epub 2014 Jun 1.
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最大８ｍｍまでの透明化標本の深部観察
理化学研究所 脳科学総合研究センター 細胞機能探索技術開発チーム 濱 裕博士、宮脇 敦史博士らの研究チームが2011年8月に英国科学

誌「Nature Neuroscience」で生体標本を透明化する技術“Scale”を論文発表*して以来、SeeDBやCLARITY、ScaleS、Clear Seeなど標

本透明化技術が次々と開発されてきました。

XLSLPLN25XGMPとXLPLN10XSVMPは“ScaleS”のような新しい高屈折率の透明化試薬に最適化設計したため、より深部の観察が可

能です。これらの新しい透明化試薬と対物レンズを使用することにより、脳神経や肝臓、肺のような臓器の相互関連性をこれまで以上に詳細

に解析することができます。

* Published online in Nature Neuroscience: Hama et al. Aug 30, 2011

マウスの全脳イメージング（XLPLN10XSVMP）
• 低倍率10倍による広視野と1細胞レベルの可視化を実現する高NA 0.6、W.D. 8mmによる超深部観察
• 水（ne=1.33）～オイル（ne=1.52）まで幅広い浸液に対応、各種透明化試薬が使用可能

透明化試薬ScaleSで透明化されたマウス脳の高解像・深部観察（XLSLPLN25XGMP）
• NA 1.0とW.D. 8mmによる高解像・超深部観察
• シリコーンオイル（ne=1.41）～オイル（ne=1.52）までの浸液に対応しているため、高屈折率の各種透明化試薬が使用可能

標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生 : 
理化学研究所 脳神経科学研究センター細胞機能探索技術研究チーム 濱 裕先生、 宮脇 敦史先生

ScaleSで透明化した20週齢YFP-Hマウスの全脳

ScaleSで透明化したThy1-YFP （H ライン） 14週齢マウス脳半球の3次元画像

上図：最大値投影処理したYZ画像、下図：深部６箇所におけるXY画像。WM：白質、 CA1:海馬CA1領域、 GCL：顆粒層、Hil：門、LHｂ：外側手綱核、MDC：視床背内側核。
スケールバーは0.1mm。
標本の作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生:
理化学研究所 脳神経科学研究センター細胞機能探索技術研究チーム 濱 裕先生、 宮脇 敦史先生
参照文献: Nat Neurosci. 2015 Oct;18(10):1518-29. doi: 10.1038/nn.4107. Epub 2015 Sep 14.
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シリコーン浸対物レンズ

シリコーン浸対物レンズは生細胞やカルチャー組織スライス、幹
細胞や細胞の三次元培養によるオルガノイドやスフェロイドなど
のライブイメージングに最適化された対物レンズです。シリコー
ンオイルは生体標本と屈折率が近いため、ゆがみのない鮮明な
三次元画像の取得を可能にし、37℃観察においても乾燥しない
ため、安定したタイムラプス観察が出来ます。UPLSAPO30XS
（30倍、NA1.05、WD0.8mm）は、透明化標本の観察におい
て、より深部へ1細胞レベルの解像度で三次元観察が出来ます。
UPLASAPO100XS（100倍、NA1.35、WD0.2mm）はエビデ
ントの超解像イメージング（OSR）と組み合わせることで、標本表
層からより深い部分への高解像イメージングを実現します。 シリコーン浸対物レンズ セレクションガイド

W.D. 
（mm） 倍率 OFN* NA Immersion

UPLSAPO100XS 0.2 100X 22 1.35 シリコーンオイル
UPLSAPO60XS2 0.3 60X 22 1.30 シリコーンオイル
UPLSAPO40XS 0.3 40X 22 1.25 シリコーンオイル
UPLSAPO30XS 0.8 30X 22 1.05 シリコーンオイル
UPLSAPO30XSIR 0.8 30X 22 1.05 シリコーンオイル

*組み合わせ可能な接眼レンズの最大視野数

屈折率のミスマッチがサンプルの形状観察に及ぼす影響

60X対物レンズの明るさ比較 60X油浸と60Xシリコーン浸対物レンズによる比較画像

サンプル中心に
合焦

観察した
XZ画像

サンプル表面に
合焦 ne=1.40

ne=1.52

ne=1.40

ne=1.40

ne=1.40

ne=1.33

水浸 シリコーン浸 油浸

カバーガラス

正確な3D画像取得には標本と浸液の屈折率マッチングは重要

油浸対物レンズは標本表面において最も明るい。シリコーン浸対物レンズは標本の全て
の深さにおいて水浸対物レンズより明るい。

標本と浸液の屈折率を合わせることにより、シリコーン浸対物（UPLSAPO60XS2）はよ
り深い観察が可能。
ScaleA2で透明化したマウスの大脳新皮質、蛍光抗体はVGluT1/緑、 VGluT2/赤、 
MAP2/青
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生: 北海道大学大学院医学研究科 解剖発生
学分野 内ヶ島 基政助教、渡辺 雅彦教授  

60X油浸対物の標本表面明るさを 1として規格化。標本屈折率：ne=1.38
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マウス胚発生過程における長時間3Dライブイメージング（UPLSAPO60XS2）
• 高NA 1.30とW.D. 0.3mmによる3D高精細観察
• 安定したシリコーンオイルによる長時間タイムラプス観察

30倍シリコーンオイル浸対物レンズUPLSAPO30XS（NA1.05、WD0.8mm）でマウス肝内胆管樹状構造を三次元観察
肝臓特異的Klf5遺伝子欠損（Klf5-LKO）マウスとコントロールマウスの胆管樹状構造の比較実験。広い視野を確保しながら、より高精細に
胆管樹状構造を観察する為、FLUOVIEW顕微鏡と30倍シリコーンオイル浸対物レンズを用いて、SeeDBで透明化した厚み約200μmの
肝臓組織中の胆管（緑、胆管上皮細胞マー
カーCK19）の連続断層像を撮影（Z軸方向
1μm間隔）。スケールバーは50μm。Klf5-
LKOマウスでは、胆管とは三次元的に離
れた位置に胆管マーカーを発現する細胞塊
（白矢印）の存在を確認。

1細胞期受精卵から胚盤胞期までの約4日間、蛍光標識された核内のメチル化DNA （mCherry-MBD-NLS）を表層から深部まで高精細に長時間で安定した3Dライブセルイメージング。
スケールバーは20µm。
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生: 近畿大学 生物理工学部 遺伝子工学科 発生遺伝子工学研究室 山縣–夫准教授
参照論文: Stem Cell Reports. 2014 Jun 3; 2(6): 910–924.
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盛んに増殖する未分化ES細胞はとても繊細で、光ダメージを受けると増殖スピードが落ちてしまいます。未分化ES細胞の長時間の蛍光タイムラプスイメージングは簡単ではありませ
ん。そこでFLUOVIEW顕微鏡を使用することで高感度検出に伴うレーザーパワー低減を図ったところ、未分化ES細胞本来の細胞周期動態を解析することができました。57時間にわ
たるタイムラプス撮影において、最初の36時間に3回の細胞分裂を完全追跡することができました。
標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生 : 理化学研究所 脳神経科学研究センター細胞機能探索技術研究チーム　楊 正博先生、阪上 -沢野 朝子先生、チームリーダー 宮脇 敦史先生

標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生 :国立遺
伝学研究所 発生工学研究室　岡田 甫 先生、東京大学 定量
生命科学研究所 幹細胞創薬社会連携部門　伊藤 暢 先生

Klf5-LKOマウスコントロールマウス
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新しい蛍光プローブFucci（CA）による未分化ES細胞のタイムラプスイメージング （UPLSAPO30XS） 
• Fucci（CA）2.1 を発現したES 細胞のタイムラプス撮影画像

57時間後30時間後7時間50分後 S期0時間 G2期
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超解像 / TIRF用高解像対物レンズ

超解像観察やTIRF観察では対物レンズの高いNAが非常に重要
な要素になります。全反射蛍光顕微鏡のパイオニアであるエビ
デントは従来より世界最高*1のNA1.7を有する対物レンズをは
じめ、60倍から150倍の高NA対物レンズをラインナップしてき
ました。近年では、超解像観察や高い定量性が求めるられる一分
子蛍光イメージング、sCMOSカメラなどを用いた広視野観察の
需要が高まり、それらに最高の性能で応えるためにエビデントは
独自のレンズ研磨技術を新規開発することで設計の自由度を高
め、世界初*2のNA1.5を有するプランアポクロマート対物レンズ
を実現しました（60倍と100倍）。これらは従来困難であった広
い視野での画質の均質性と高解像を両立し、信頼性の高い画像
を提供します。
*1 2018年10月4日時点,、エビデント調べ。　
*2 一般に使用する液浸油（屈折率ne=1.518）を浸液に用いた対物レンズとしてエビデント調べ。

超解像 / TIRF用高解像対物レンズ　セレクションガイド
W.D. 
（mm） 倍率 OFN*3 NA Immersion

UPLAPO60XOHR 0.11 60X 22 1.50 オイル
UPLAPO100XOHR 0.12 100X 22 1.50 オイル
APON100XHOTIRF 0.08 100X 22 1.70 専用オイル
UAPON150XOTIRF 0.08 150X 22 1.45 オイル

*3 組み合わせ可能な接眼レンズの最大視野数

リアルタイム超解像イメージング
• UPLAPO60XOHRとUPLAPO100XOHRはスピニングディスク型共焦点超解像システム

Xplore SpinSRと組み合わせ可能です。
• Xplore SpinSRは120nmの水平分解能でライブ表示・画像取得が可能なシステムです。

エビデント独自の高速超解像処理により超解像のライブディスプレイができます。緑： Alexa488で標識したNup358 (核膜孔複合体の細胞質側に存在）、赤： Alexa555で標識した
Nup62(核膜孔複合体の中心部に存在）超解像により、Nup358とNup62の局在を明瞭に観察することが可能。
標本作製、画像の取得・提供に賜りました先生： 
徳島大学 藤井節郎記念医科学センター 小迫 英尊 先生

超解像画像共焦点顕微鏡画像
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Kv4.2-mCherry mEGFP-DPP10

1分子蛍光イメージングによるサブユニットカウンティング概念図

Kv4.2 - DPP10 チャネル複合体の1分子イメージングによる量体数比（ストイキオメトリー）の決定

最初の5秒間でmCherryを励起して、Kv4.2-mCherryの局在位置を可視化。その後の約10秒間でmEGFPを励起して局在の可視化ならびに連続的に蛍光褪色させた。2種類の蛍光
分子が共局在した1つ1つのスポット（白矢尻）の蛍光強度変化をグラフにしたところ、mEGFPが最大4段階で褪色しているスポットが存在し、これらKv4.2イオンチャネル複合体中には
mEGFP-DPP10が最大4分子が結合することがわかった。スケールバーは20µm。

 1つ1つの光のスポットから階段状の褪色
イベントを数える
 階段の数が光っている蛍光分子の数

標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生; 
生理学研究所 神経機能素子研究部門 北沢 和寛先生、久保 義弘先生　
大阪医科大学 医学部 生命科学講座 生理学教室　中條 浩一先生

1分子蛍光イメージングによる細胞膜イオンチャネル複合体のサブユニットカウンティング（APON100XHOTIRF）
• NA 1.70による高解像でより明るい１分子TIRFイメージング

細胞膜イオンチャネルKv4.2に結合する修飾タンパク質DPP10が、ひとつのKv4.2/ DPP10複合体中に何分子含まれるかをサブユニット
カウンティングで解析。
サブユニットカウンティング*1とは、mEGFP等の蛍光タンパク質で標識したタンパク質（サブユニット）を励起レーザーで連続的に蛍光褪
色させ、その蛍光褪色の経過を1分子蛍光イメージングでライブ観察する手法です。1分子レベルの場合、蛍光分子の数に応じて段階的に
蛍光褪色していくため、この場合、Kv4.2-mCherryとmEGFP-DPP10が共局在するスポットの階段状の褪色イベントを数えることで、
DPP10の分子数を決定することができます。
本実験では、サブユニットDPP10Kv4.2が最大4分子でイオンチャネルKv4.2と複合体を形成しているのがわかりました *2。
APON100XHOTIRFを用いればこのような蛍光褪色による極めて微小な蛍光シグナル変化の差を正確に定量化することできます。
*1 Ulbrich, MH, and Isacoff EY. “Subunit counting in membrane-bound proteins.” Nature Methods, 4 （2007）: 319–321. Sprowl JA et al. 
“A phosphotyrosine switch regulates organic cation transporters.” Nat Commun. 2016 Mar 16;7:10880. doi: 10.1038/ncomms10880. Levitz J et al. 
“Heterodimerization within the TREK channel subfamily produces a diverse family of highly regulated potassium channels.” Proc Natl Acad Sci U S A. 2016 Mar 28. 
pii: 201522459. [Epub ahead of print]

*2 Kitazawa M, Kubo Y, and Nakajo K. “Kv4.2 and accessory dipeptidyl peptidase-like protein 10 （DPP10） subunit preferentially form a 4:2 （Kv4.2:DPP10） channel 
complex.” J Biol Chem, 290 （2015）: 22724–22733.

Kv4.2-mCherry mEGFP-DPP10 Overlaid
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極低色収差対物レンズ： PLAPON60XOSC2

従来、紫外励起を含む多色蛍光染色標本のコローカリゼー
ション解析では、対物レンズの色収差による局在の位置ズレに
より、分子の局在関係を正確に可視化することは困難でした。
PLAPON60XOSC2は紫外域から近赤外域までの広い範囲の
色収差を補正し、信頼性の高い精密な2次元および3次元観察が
可能になり、紫外励起を含む多色蛍光染色標本においても、これ
までにないほどの正確な多色局在解析を行うことができます。

高いNAをもつPLAPON60XOSC2オイ
ル浸対物レンズは色収差を405nmから
650nmの領域で極小化されており、近赤外
の色収差も850nmまで補正されています。
また光軸方向だけでなく平面方向でも色
収差が補正されています。

PLAPON60XOSC2

複数の機能分子や細胞マーカーに対する多重蛍光抗体解析は、その分子の詳細な細胞発現情報と細胞下レベルでの局在情報を与え、関連する機能分子の同一コンパートメントにおける
共存・非共存関係から相互の空間的距離情報までを詳らかにすることができる。カンナビノイド受容体CB1を発現し錐体細胞の細胞体を支配するGABA作動性バスケット細胞には、コレシ
ストキニン（CCK）を発現するサブタイプと腸管作動性ポリペプチド（VIP）を発現するサブタイプがある。この４重蛍光染色により、VIP陽性の神経終末（赤）はCB1（緑）とVIAAT（青）を強
く発現するが、DGLa（白）の集積は観察されいことから、陥入型シナプスの形成には関与していないことがわかる。
ViAA1 （Alexa Fluor405、青）/CB1 （Alexa Fluor488、緑）/VIP （Cy3、赤） /DGLα （Alexa Fluor647、白） 、スケールバーは5µm。

脳組織での多重蛍光抗体解析
• 色収差の最小化により、多重蛍光抗体染色によるコロカライゼーション解析を実現
• NA 1.40による高分解能イメージング

VIP
CB1
ViAA1 DGLα

DGLα
CB1
ViAA1
VIP

標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生:
北海道大学大学院医学研究科 解剖発生学分野 渡辺 雅彦先生 
参照論文： J Neurosci. 2015 Mar 11;35（10）:4215-28. doi: 10.1523/JNEUROSCI.4681-14.2015.

W.D. （mm） 0.12

倍率 60X

OFN* 22

NA 1.40

Immersion オイル

*組み合わせ可能な接眼レンズの最大視野数

PLAPON60XOSC2とUPLXAPO60XOの性能比較

UPLXAPO60XO PLAPON60XOSC2

軸上縦色収差
（Z方向）

軸外横色収差
（XY方向）

 

Approx. 
0.2 µm

Approx. 0.05 µm

Approx. 
0 µm

TetraSpeck Microspheresを用い、共焦点レーザー走査型顕微鏡 で測定した色収差の例　 
シアン：405nm励起、マゼンタ： 640nm励起

Approx. 0.15 µm
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高NA・長作動20倍位相差対物レンズ： UCPLFLN20XPH

細胞培養する際、細胞数や蛍光たんぱく質の発現レベルが十分に
なるまでに組織培養プラスチック容器において数回の継代が必要
です。この培養された細胞の遺伝子発現の状態を確認するために
はガラスボトムディッシュに移し換え、顕微鏡で蛍光観察や位相差
観察をする必要がありました。
20倍高NA位相差対物レンズUCPLFLN20XPHは培養用プラス
チック容器のまま飛躍的に向上した解像度で位相差観察と蛍光観
察できるように設計されています。
高いNA、広い観察範囲、補正環、長い作動距離、これらの性能によ
り色々な組織培養プラスチック容器のまま明るく高解像な画像を
取得することができます。このため細胞をガラスボトムディッシュに
移し変えるステップを削除し、実験ワークフローを大幅に短縮する
ことができます。

PLAPON60XOSC2 UCPLFLN20XPH

蛍光画像

LUCPLFLN20XPH
（NA 0.45） 

UCPLFLN20XPH
（NA 0.7） 

位相差画像

細胞培養ワークフローの簡略化
• ガラスボトムディッシュへの継代が不要

標本作製、画像の取得・提供にご協力賜りました先生
独立行政法人理化学研究所 生命システム研究センター（QBiC） 先端バイオイメージング研究チーム 渡邉 朋信先生

細胞
（ガラスボトムディッシュ）

底面コーティングの
条件検討 播種 ガラスボトムディッシュ

での培養 蛍光イメージング

細胞
（プラスチックボトムディッシュ） 蛍光イメージング

プラスチックボトムディッシュに培養されたES細胞（GFP-H2B）

UCPLFLN20XPHで撮影した蛍光画像の方がはるかに明るく、位相差画像では核小体がくっきりと観察できます。

W.D. （mm） 0.8 - 1.8

倍率 20X

OFN* 22

NA 0.70

Immersion −

*組み合わせ可能な接眼レンズの最大視野数
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• 屈折率： ne=1.518 23℃
• 容量： 30mL
• 低自家蛍光

シリコーンオイル

SIL300CS-30CC
• 屈折率： ne=1.406 23˚C
• 容量： 30mL
• 低自家蛍光
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